地域依存症対策推進モデル事業
主催：北九州市



　　　　　　　　～依存症からの回復にはどのような社会資源が必要か～
☆マックの取り組みから考える☆
　痛ましい飲酒運転の事故などアルコールに絡む問題は深刻な状況が続いています。　

　アルコール問題については、断酒会やＡＡ、アラノンなどの自助グループ、医療機関、司法、行政などさまざまな角度から取り組みが行われています。
　この取り組みのひとつとして、「マック」という回復支援施設の取り組みがあります。
　今回、みのわマックの武澤次郎氏と広島マック作業所施設長の水津和宣氏をお招きして、マックでのさまざまな取り組みを紹介していただきます。マックでは就労支援や女性支援など、さまざな角度から依存症の問題に取り組んでいます。依存症と社会資源について一緒に考えてみませんか。ふるってご参加ください。
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《マック(ＭＡＣ)とは》

　メリノール宣教会の司祭、故ジャン・ミニー神父が設立したアルコール等の依存症者のリハビリ

テーション施設です。メリノール・アルコール・センターの頭文字をとりＭＡＣと呼ばれています。
　１２ステッププログラムのほか就労支援や生活支援なども行い、依存症者の回復と成長を支援

している。関東を中心に、全国に施設があります。
　
《北九州市立精神保健福祉センター 案内図》

　
《１１月２日セミナー参加申込用紙》
お名前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（当事者・家族・支援者）→該当するものに○
ご住所　〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
所属　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
連絡先（電話等）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
























☆日　時　　平成２３年１１月２日（水）１８：３０～２０：３０


☆対　象　　アルコール・薬物乱用依存症に関わる支援者、当事者、家族の方など


☆参加費　 無料


☆会　場　　北九州市立精神保健福祉センターセミナー室　　


　　　　　　　　小倉北区馬借一丁目７－１　北九州市総合保健福祉センター５階


☆申込み　　FAXか郵送で下記まで（申込み記載は裏面にあります）


　　　　　　　　〒８０２－８５６０　北九州市小倉北区馬借１－７－１


　　　　　　　　北九州市立精神保健福祉センター　担当：中村・田村


　　　　　　　　電話０９３－５２２－８７２９　FAX０９３－５２２－８７７６　


☆申し込み締め切り　平成２３年１１月１日（火）　定員４０名：先着順　　　
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